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子どものお口と栄養のエキスパートが、
かかりつけ歯科医院だからできる

「食べる」と「育つ」の見守り・評価法と、
発達不全・遅延のきざしが見えたときの 

対応・指導方法を一挙に解説！

小児の口腔機能発達管理、かかりつけ
歯科医院だからこそできることがあります！
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食 と

　口腔機能発達不全症は、本人、さらに保護者も気づかないことが

多いものです。かかりつけ医として、子どもたちの全身と口腔の成長

を継続して診ている一般歯科医院の歯科医師や歯科衛生士は、口腔機

能の発達が「（定型から）何かちょっと違ってきた？」と気づく可能性

が高い存在ではないでしょうか。第三者、そして口の専門家の目か

ら、患者さんの口腔機能発達不全のサインを読み取りましょう。

　本書では、こうした通院患者さんの口腔機能発達不全のサインを

読み取り、まずはかかりつけ歯科医院にて対処するための、知識と

実際の対応策をたっぷりとお伝えします。� （本文より）
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舌圧子で軽く舌背を軽くこすり、押す場所をま
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乳首を探す反射のこと。口角や
頬を指で触ると、刺激された側
を向いて口の中に取りこもうと
する反応が見られる。

口

乳首を捕えようとする反射の
こと。口唇を指で触れると口唇
を丸めて捕えようとする。

乳首を吸う反射のこと。前方か
ら入ったものを舌で包みこんで
波動状に動かすことで吸う。

く

原始反射（哺乳反射）

乳児の口腔の形態的特徴

◦ の口 の

の は いい 異なります 図８ 8。
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に より にで よ に の っています 図９ 。

傍歯槽堤 /
副歯槽堤
吸啜窩を形づくる
周囲の隆起（歯が
生えてくる歯槽堤
の内側にもう一層
ふくらみがある）

下顎歯槽堤
前歯が生える部分
が隆起している

る機能の発達と の
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ichat の脂肪床
口腔内の陰圧をよ
り高める、頬粘膜
に脂肪の詰まった
乳黄色の膨隆が見
られる

吸啜窩
口蓋の中央部に乳
首が入るための深
い陥凹が見られる

顎間空隙
上下顎の歯槽堤
を合わせると前歯
部に乳首が入るス
ペースがみられる。
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➡ 空気
➡ 母乳・食べもの

口蓋垂喉頭蓋

乳汁の流れ

舌

舌は波動状運動（舌の前方部から後方部にかけて順に挙上する波のような運動）を行
い、舌背を押し下げることで乳首から乳汁をしぼりだすことができる。また大人と違
い喉頭の位置が高く、呼吸が早くて浅いため、哺乳中に呼吸をしていても誤嚥しにくい。
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妊娠24週ごろ

吸啜の動きが
見られはじめる

口の機能 こ 発達 きます ※あくまでも目安です。子どもによって成長の度合いは異なります。
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